


    悩み

     子どもが受験だったので、子どもへの告知について悩んだ。 


    助言

    
              【家族間の話し合いをもつ】




  
  受験期は、大人への過渡期でもあり、学業面での苛立ちや将来の不安が混在しています。このような時期に、親のことで子どもに心配をかけたくない、子ども自身のことに集中してほしいという気持ちをもたれるのは当然です。しかし、お子さんの立場からすると、親の変化を感じとっているものの聞くことはできず、何かわからずに気にかかる状況というのは、授業中にふと考えごとをしたり、家庭でも自分らしくいることが難しかったりして、気持ちがまとまらない感覚を持ちやすいと思います。
大人になれば、これまでの経験から、心配ごとを解消するためにどうすればよいか分かるようになります。このような場合の解消法は、本人つまり親からきちんと事情を説明してもらうことではないでしょうか。たとえ、お子さんにとって、話の内容がこれまでの人生のなかで一番衝撃的でつらい事実であっても、それを伝えてくれる、そして気持ちを分かち合う家族がいることで、一緒に乗り越えていくことができると思います。不安なとき、考えがまとまらないときに、分かってくれる相手がいて安心できるのは、大人も子どもも変わりません。
話した後、お子さんから質問があったときには、親のありのままの考えや思いを伝えるとよいと思います。その返答が「わからない」であっても、真剣に考えた上での返事なら、“答えはでない”という意味がこもっており、お子さんはそれを十分にくみ取ってくれるでしょう。
病気を知らせる以外に、治療経過や家族の状況の変化があったときには、話し合いの機会をもつようにして下さい。きょうだいがいる場合は、それぞれの思いやできることなどに差がありますが、それを認めて家族で協力するためにも、家族みんなで話し合うことが大切です。
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